
●ほ乳類
・ホンドタヌキの投稿がありました。少なくとも、１件は疥癬病に罹患しているように
見えます。

●鳥類
・カモ類は終盤ですがマガモ、コガモ、ホシハジロの投稿がありました。
・サギ類ではアオサギ、ダイサギ、コサギとコンスタントに投稿されています。
・秋以降投稿の多いクイナ科ですが、今月もクイナ、バン、オオバンの情報、また、
シギ科のタシギが記録されました。

・そのほか、2月にも投稿された冬鳥のヒレンジャク、山地寄りの薄暗い渓谷などに生息
するミソサザイなどの投稿が特徴的です。レンジャク類にはヒレンジャクとキレジャ
クがいますが、尾羽の色が見えなくても、頭頂部の翅の黒色の色の入り方で見分ける
ことができます。

・留鳥のキジ、コゲラ、シジュウカラ、メジロなども、早春季に活発に活動していて、
目立つ小鳥たちです。

●は虫類
・ミシシッピアカミミガメとニホンヤモリが投稿されています。
・ミシシッピアカミミガメは河川の土手などで冬眠しますが、3月の９日時点ですでに
冬眠から目覚めていたことがこの写真から確認できます。

・人家に忍んでいるニホンヤモリは、この季節でも活動していて、しばしば目にするこ
とがあります。

●魚類
・ミシシッピアカミミガメと一緒に撮影されていますが、年間を通じて境川や鶴見川で
見慣れた風景です。これらのコイは、現在、外来種とみなされています。

●昆虫
・草木が一気に芽吹き、チョウ達も羽化して急に賑やかになってきました。投稿
の多くがチョウでした。

・越冬チョウに新生チョウが加わります。トラフシジミの春型や羽化したての
ベニシジミなど春らしい雰囲気です。

・今年は昆虫の出が全体に例年よりかなり早く、ダビドサナエも春のトンボとはいえ
3月は早いです。

●植物【調査対象種】
・タンポポ類はカントウタンポポとシロバナタンポポ、雑種のアイノコセイヨウ
タンポポと思われます。

●植物【調査対象種外】
・ヤドリギは鳥類のレンジャクと結びつきが強く、特に川沿いのケヤキに着いている
ことが多い寄生植物です。

・ツクシはスギナの胞子体の名称で、スギナがシダとしての和名となります。
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ホンドタヌキ
（小山田桜台）

ホンドタヌキ
（小山）

アオサギ
（山崎）

イカル
（森野）

オオバン
（野津田）

カイツブリ
（金井）

カイツブリ 親子
（野津田）

ガビチョウ
（図師）

カワセミ
（森野）

カワセミ
（森野）

カワセミ♂
（図師）

カワセミ♂
（図師）



カワセミ♂
（高ヶ坂）

カワセミ♀
（高ヶ坂）

カワセミ♂
（野津田）

キジ♂
（野津田）

キセキレイ
（図師）

キセキレイ
（根岸）

クイナ
（野津田）

クイナ
（図師）

クイナ
（図師）

コガモ♂♀
（図師）

コガモ♂
（野津田）

コゲラ
（金井）



コゲラ
（本町田）

コサギ
（野津田）

コサギ
（野津田）

コサギ
（原町田）

シジュウカラ
（本町田）

ジョウビタキ♂
（山崎）

ジョウビタキ♀
（森野）

ダイサギ
（図師）

ダイサギ 婚姻色
（図師）

タシギ
（図師）

ツグミ
（図師）

バン
（野津田）



ヒレンジャク
（森野）

ホシハジロ♂
（野津田）

ホンセイインコ
（本町田）

マガモ♂♀
（山崎）

マガモ♂
（山崎）

ミソサザイ
（山崎）

メジロ
（原町田）

メジロ
（本町田）

メジロの巣
（小山）

ミシシッピアカミミガメとコイ
（森野）

ニホンヤモリ
（小山ヶ丘）

アカタテハ
（相原）



アカタテハ
（野津田）

ウラギンシジミ♀
（野津田）

ウラギンシジミ♂
（野津田）

キタキチョウ
（野津田）

キタテハ
（野津田）

キタテハ
（野津田）

キタテハとカントウタンポポ
（野津田）

コツバメ
（野津田）

テングチョウ
（野津田）

テングチョウ
（小山ヶ丘）

トラフシジミ 春型
（野津田）

トラフシジミ 春型
（野津田）



ベニシジミ
（野津田）

ベニシジミ
（野津田）

モンシロチョウとカントウタンポポ
（野津田）

ヤマトシジミ
（野津田）

ルリタテハ
（小山）

ダビドサナエ♀摂食中
（野津田）

ヨコヅナサシガメ 幼虫
（小山）

アブの仲間
（小川）

イナゴの仲間 幼虫
（金井）

シロバナタンポポ
（山崎）

アイノコセイヨウタンポポ
（小山）

ヤドリギ
（森野）



スギナ ツクシ状態
（山崎）

フデリンドウ
（野津田）
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